
は
じ
め
に

「
特
に
何
と
も
思
っ
て
い
な
い
普
通
の
こ
と
」
の
背
景
に
、
歴
史

の
重
な
り
が
あ
り
、
重
要
な
方
向
づ
け
を
し
た
人
が
い
る
こ
と
が

あ
る
。
今
日
の
日
本
の
社
会
保
障
（
医
療
と
福
祉
制
度
）
の
発
展
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
人
達
の
中
に
、
占
領
下
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
の
ｇ
‐

の
『
巴
国
①
且
呂
四
『
肘
『
の
）
の
公
衆
衛
生
福
祉
局
の
局
長
を
し
て
い
た

ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
Ｆ
・
サ
ム
ス
大
佐
が
い
る
。
彼
は
日
本
国
憲
法
第

二
五
条
、
「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
権
利
を
有
す
る
。
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、

社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
を
書
い
た
。
（
私
信
躯
年
１
月
弱
日
付
）
こ

れ
を
受
け
て
囎
年
に
社
会
保
障
制
度
審
議
会
が
成
立
、
翌
年
、
社

会
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
法
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
も
、
各

48

ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
Ｆ
サ
ム
ス
大
佐
の
人
と

業
績

○
吉
見
契
子
・
鈴
木
明
子

種
の
社
会
福
祉
立
法
や
社
会
保
険
立
法
等
の
社
会
保
障
制
度
が
設

け
ら
れ
、
公
衆
衛
生
の
た
め
の
制
度
の
整
備
も
図
ら
れ
て
い
る
。

サ
ム
ス
大
佐
の
業
績

当
時
、
敗
戦
国
の
日
本
は
焦
土
と
化
し
、
国
民
は
飢
え
、
住
居

や
職
業
、
病
院
や
薬
も
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
社
会
保

障
制
度
に
関
す
る
文
書
を
出
し
、
理
念
と
到
達
目
標
を
具
体
的
に

掲
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
自
分
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
働
い
て
い
た
時
に
帥
万
人
の
身
体
障
害
者

が
い
た
・
そ
の
人
々
の
社
会
福
祉
を
考
え
る
に
至
っ
て
、
ヘ
レ
ン
・

ケ
ラ
ー
を
招
い
た
り
、
東
京
に
医
学
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

職
業
訓
練
を
目
的
と
し
た
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
を
建
て
た
。
そ
し
て

在
任
中
、
こ
の
様
な
セ
ン
タ
ー
は
肥
ヶ
所
に
及
ん
だ
。
社
会
保
障

は
私
の
責
任
で
し
た
」
朗
年
廻
月
、
サ
ム
ス
退
役
準
将
の
自
宅
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
訪
れ
た
鈴
木
を
前
に
、
彼
は
当
時
を
回
想
し
て

述
べ
た
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
専

門
家
を
招
い
て
提
言
を
受
け
、
具
体
化
し
た
。
医
師
や
ナ
ー
ス
の

教
育
期
間
の
短
さ
、
研
修
制
度
の
な
さ
を
改
善
し
た
。
医
学
教
育

に
関
し
て
は
、
暗
記
中
心
か
ら
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
イ
ン
タ
ー
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ン
制
度
が
加
え
ら
れ
た
。
看
護
職
の
教
育
は
、
戦
争
中
の
中
学
校

卒
業
２
週
間
と
い
う
養
成
か
ら
、
高
等
学
校
卒
業
を
最
低
規
準
と

し
そ
の
上
に
３
年
間
を
載
せ
た
。

岬
年
皿
月
１
日
付
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
文
章
が
、
医
療
、
教
育
、
社
会

保
障
の
面
で
日
本
の
国
家
の
基
礎
づ
く
り
に
な
っ
た
。
歴
史
に
「
も

し
」
は
許
さ
れ
な
い
が
、
戦
後
の
混
乱
期
に
サ
ム
ス
大
佐
が
も
し

現
状
維
持
の
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
日
本
の
医
学
教
育
の
レ
ベ
ル

は
、
現
在
の
様
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ブ
（
》
Ｏ

作
業
療
法
士
の
教
育

作
業
療
法
教
育
に
お
い
て
は
、
鉛
年
に
学
校
が
発
足
し
、
駈
年

に
「
理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
妬
年

後
の
今
日
で
は
、
百
一
五
校
で
教
育
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
万
人

を
越
す
作
業
療
法
士
を
育
て
た
。
資
格
上
も
高
等
学
校
卒
業
３
年

の
各
種
学
校
教
育
か
ら
、
３
年
制
短
期
大
学
、
４
年
制
大
学
、
大

学
院
の
修
士
お
よ
び
博
士
課
程
も
で
き
つ
つ
あ
る
。
今
、
作
業
療

法
士
は
医
療
・
福
祉
の
担
い
手
の
一
員
と
し
て
、
病
院
の
内
、
外

を
問
わ
ず
、
包
括
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
実
践
に
努
め
て
い
る
。

価
値
観
の
多
様
化
し
た
現
代
社
会
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
。
限
り
な
く
「
人
間
と
し
て
、
生
活
者
と
し
て
の
患
者

や
対
象
者
」
「
障
害
を
持
っ
た
人
の
心
と
身
体
」
な
ど
の
テ
ー
マ
を

追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
主
的
な
福
祉
国
家
を
め
ざ
す
国

と
、
そ
の
理
念
を
サ
ー
ビ
ス
の
形
で
実
践
す
る
医
療
職
は
、
高
度

の
技
術
を
求
め
、
行
う
必
要
が
あ
る
。

サ
ム
ス
大
佐
の
前
半
生
を
か
け
て
練
り
あ
げ
凝
縮
し
た
医
療
職

と
し
て
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
焦
土
の
日
本
に
蒔
か
れ
た
。
以

来
、
今
日
の
後
を
継
ぐ
人
の
心
に
根
づ
き
、
受
け
継
が
れ
て
脈
々

と
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
求
め
る
社

会
保
障
従
事
者
に
よ
っ
て
、
病
院
内
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
病

人
、
障
害
者
、
老
人
も
生
命
の
華
を
咲
か
せ
る
た
め
に
。

（
北
里
大
学
医
療
衛
生
学
部
）
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